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今回のセンター試験英語（筆記）の第 2 問 C （応答文完成）では、3 組の(A)(B)のうち最初

の 2 組までは内容的に成立する組合せが複数あり、最後の 3 組目で語法文法的な判断をさせる

タイプが特徴的であった。上記の例では、(A)No one is (A) more talented (B) than you.が正答

になるが、(B) You are (B) the most talented (A) in all the other people.の組合せも一見して成

立していると錯覚してしまう。 

昨年は、語法文法面から最初の 2 組までで消去法的に排除できる出題や、逆に語法文法的に

は 3 組すべて用いて成立するが文脈上の判断で解答が 1 つに絞られるタイプの出題が多かった

ので、今回は正答の導き方が若干、変化したと言えよう。 

第 3 回ベネッセ・駿台マーク模試の第 2 問 C でも、今回の変化と同傾向な出題をしている。

上記の例のように(A) luckily, (B) you can exchange the computer (A) with it.が成立すると思

い違いする受験生が出そうであるが、正しくは(B) unfortunately, (A) there is something wrong 

(A) with it.を選ばなければならない。模試を復習することにより、上記の例のような対話の場

面に応じて文脈的にも文法的にも正しい英語を組み立てる力を身につけられる。また、このタイ

プの問題演習は、インタラクティブなスピーキング能力育成に通じるものとなりうる。 

 

 


